
 

 

 県政への反映状況（平成２７年度「県政への提言」） 

 

＜平成２７年度に取り組んだもの及び平成２８年度に取り組む予定のもの＞ 

 

● 後楽園の芝生広場について：整理番号５ 

 後楽園南側の芝生広場を条件付きで開放してはどうか。城などの景色を楽しめな

い。 

 

⇒ 後楽園では、後楽園南側の芝生広場（東広場）からの景色を楽しんでいただくた

め、幻想庭園時にはイベントなどを実施しております。また、平成２８年度からは、

飲食施設の設置を含めた東広場等の有効活用策についても調査を行う予定として

います。（都市計画課） 

 

● 県議会議員の選挙公報について：整理番号１２ 

 県議会議員の選挙について、立候補者の経歴・公約などの公報がない。次の選挙ま

でには公報が発行できるようにしてほしい。 

 

⇒ 平成２７年９月に議員提案による「岡山県議会の議員の選挙における選挙公報の発

行に関する条例」が制定され、次回一般選挙（平成３１年４月執行予定）から選挙公

報が発行されることとなりました。（選挙管理委員会） 

 

● 犬猫の殺処分の方法について：整理番号１７ 

炭酸ガスによる殺処分でなく、安楽死での殺処分を検討してほしい。 

 

⇒ 平成２７年度から、試験的に鎮静催眠剤等による殺処分を実施しています。 

 （生活衛生課） 

 

● 後楽園のトイレについて：整理番号２３ 

後楽園は、トイレが旧式であり、加えて、きれいとはいえない状態なので改修でき

ないか。 

 

⇒ 後楽園内のトイレについては、平成２８年度から、順次計画的に更新を行うこと

としました。（都市計画課） 

 

● 後楽園への飲食店等の誘致について：整理番号２９ 

後楽園内におみやげや食事の店の誘致をお願いしたい。 

 

⇒ 平成２８年度に賑わい創出事業として、後楽園への飲食施設の設置を含めた東広



 

 

場等の有効活用策について調査を行う予定としています。（都市計画課） 

 

● 蚊対策について：整理番号３４ 

岡山の観光地として、後楽園は有名だが夏は蚊が多い。蚊を媒介とした感染症の予

防のためにも薬剤散布や虫よけ対策が必要だ。 

 

⇒ 平成２７年度から、専門家の助言のもと、園内の蚊の発生状況を確認し、必要に

応じ、蚊の発生防止のための対策を行っています。 

  平成２８年度は、引き続き発生状況の確認を進めるとともに、蚊の発生予防に向

けて、より効果的な対策を検討し、実施することとしています。 

（健康推進課、都市計画課） 

 

● 教員試験の受験資格について：整理番号７４ 

 教員採用試験の受験資格を他自治体でも実績がある満６０歳未満に緩和してほし

い。 

⇒ 岡山県公立学校教員採用候補者選考試験の受験資格については、豊かな経験を有す

る多様な人材を確保するため、平成２９年度（平成２８年実施）から、年齢制限を満

４４歳以下から満６０歳未満までに変更しました。（教育委員会） 

 

● ジビエの活用について：整理番号７５ 

鳥獣を利用した故郷料理（ジビエ）を活性化のひとつに利用されるとよい。 

 

⇒ 平成２７年度に、首都圏でのジビエフェアを初めて開催しました。今後も、捕獲

獣を地域資源として活用するため、ジビエフェアなどの情報発信、商品開拓や販路

開拓への支援等を行ってまいります。（農村振興課） 

 

● 岡山空港の案内標識について：整理番号８９ 

国道 429 号に設置している岡山空港の案内標識に距離表示の誤りがある。 

 

⇒ 実際の距離を再度確認後、平成２７年度に標識を訂正しました。（道路整備課） 

 

● 教職員の不祥事について：整理番号９５ 

不祥事が起きた後で騒いでも仕方がない。起こる前の取組が大事だ。 

 

⇒ 平成２７年度末から、外部有識者を含む対策チームを立ち上げ、不祥事の種別ご

との研修プログラム作成等を進めています。また、平成２８年度から５年間、公立

学校教職員の人材育成に関する基本方針に基づいて、コンプライアンス（法令遵守）

の徹底、新人教育に重点をおいて、教職員教育強化に取り組むこととしています。 

（教育委員会） 



 

 

● 省エネ住宅促進事業補助金について：１１３ 

 太陽熱＆断熱 DE 省エネ住宅促進事業補助金交付申請時の必要書類の角２封筒は、

通常のサイズの封筒で十分ではないか。 

 

⇒ 家庭での省エネ対策を推進するため、交付決定通知に併せてパンフレットなど関

連資料も同封しているところであり、そうした趣旨が伝わるよう、平成２７年度か

ら「補助金の御案内」に説明を加えました。（新エネルギー・地球温暖化対策室） 

 

● 海岸のゴミについて：１４８ 

牛窓地区の海岸について、大型の発砲スチロールがたくさん転がっている。カキ養

殖イカダの一部と思われるが、数年間放置されている。大きなものだけでもいいので

何とかできないか。 

 

⇒ 当該海岸の大型発泡スチロールについては、平成２８年２月１日に回収処理しま

した。（防災砂防課） 

 

● あん摩マッサージ指圧等について：１５４ 

国民生活センターに健康被害が多く報告されている法的な資格がない施術につい 

て、県で資格制度の説明、指導していただけないか。 

 

⇒ 平成２８年４月から、県のホームページにおいて、無資格者によるあん摩マッサ   

 ージ指圧等の防止について周知しています。（医療推進課） 

 

● 同性愛者を認める条例について：１５６ 

渋谷区、世田谷区のように、岡山県でも同性愛者を認める条例を制定すれば良いと思

う。同性愛者を世間が認めるべきだ。 

 

⇒ 平成２８年３月に策定した「第４次岡山県人権政策推進指針」において、ＬＧＢＴ

の人などいわゆる性的マイノリティに関する「多様な性」という人権課題項目を設け、

「多様な性」に対する正しい理解と認識が深まるよう啓発・教育の推進に努めること

としました。（人権施策推進課） 

 

● イノシシ対策について：１５８ 

岡山市、倉敷市や津山市にもイノシシが出てくることが考えられるので県でもイノシ

シを道路に出さない対策を考えてほしい。市役所に伝えてイノシシを出さない対策を考

えてほしい。 

 

⇒ 平成２７年度から、狩猟に対する捕獲助成や、県が業者へ委託して捕獲を行うな

ど取組の強化に努めています。また、平成２８年１月には、イノシシによる人的被



 

 

害等の発生を防止するため、「市街地にイノシシが出没したときの対応マニュアル」

を作成し、各市町村に周知を行っています。さらに、平成２８年度に鳥獣被害防止対

策を一層推進するため、副知事をトップとし、市町村長と意見交換を行う「鳥獣被

害防止対策推進連絡会議」を設けたところであり、今後とも市町村と連携して対策

に取り組んでまいります。（自然環境課、農村振興課） 

 

● アンテナショップについて：２００ 

アンテナショップで、岡山の製菓会社や養蜂場の商品を取り扱ってほしい。また、

備前焼で岡山の地酒を飲ませて欲しい。 

 

⇒ アンテナショップの取扱商品については、幅広く出品を募っているところであ

り、価格や数量等条件が合うものから、対応してまいります。また、２階の「ビス

トロももてなし家」での備前焼お猪口等の導入に向け、現在、調整しているところ

です。（マーケティング推進室） 

 

● 県道の道路案内標識について：２０７ 

一般県道下原船穂線の道路案内標識が、道路の進行方向に逆らう案内表示になって

いる。 

⇒ 当該箇所の道路標識の表示地名は、設置した倉敷市と調整し、平成２９年度中に

訂正を行う予定としております。（道路整備課） 

 

＜平成２６年度において、「検討中」としたもの＞ 

● 瀬戸大橋等の通行料金値下げによる宇高航路減便について：整理番号２３０ 

 瀬戸大橋、明石海峡大橋の通行料金値下げにより、フェリーの利用者が減ったこと

から、四国フェリーの運航する宇高航路（宇野－高松間）が、平成２７年３月から減

便（１４便→１０便）された。これからも宇高航路を残すようにしてほしい。 

 

⇒ 平成２６年度対応状況 

  宇高航路につきましては、これまでも、国、香川県、玉野市、高松市と連携して、

航路の存続に向けた協議を重ねており、引き続き、これらの関係機関とともに対応

策を検討してまいります。（県民生活交通課） 

⇒ 平成２７年度対応状況 

宇高航路は、日常の生活交通のみならず、物流や荒天時の代替輸送、災害時の緊急

輸送などの手段として、社会的・経済的にも重要な役割を担っているため、平成２７

年度から、当面の緊急的な措置として、関係自治体による財政支援を行うこととしま

した。（県民生活交通課） 

 

 

 



 

 

＜平成２５年度において、「検討中」としたもの＞ 

● 瀬戸大橋通行料金について  整理番号１２４ 

  平成２６年度からの瀬戸大橋通行料金新料金について、利用しやすい料金にして

ほしい。瀬戸大橋通行料金を安くしたときに 瀬戸大橋へ車が増えるので、玉野市

の利用者に必要な、宇野－高松間の四国フェリーについて、検討が必要だ。 

 

⇒ 平成２５年度対応状況 

  県では、本四３橋の関係府県市と連携し、利用しやすい料金となるよう、国に粘

り強く働きかけてきた結果、平成２６年４月１日から全国共通料金が導入され、料

金水準が引き下げられました。 

また、宇野高松間のフェリーについては、平成２６年４月１日に決定された瀬戸

大橋の新料金による影響を見極めながら、国や関係自治体、フェリー事業者と連携

を図り、引き続き対応を検討していきます。 

⇒ 平成２６年度対応状況 

宇野高松間のフェリーについては、国や関係自治体、フェリー事業者と連携を図

り、引き続き対応を検討していきます。 

⇒ 平成２７年度対応状況 

宇高航路は、日常の生活交通のみならず、物流や荒天時の代替輸送、災害時の緊急

輸送などの手段として、社会的・経済的にも重要な役割を担っているため、平成２７

年度から、当面の緊急的な措置として、関係自治体による財政支援を行うこととしま

した。（監理課、県民生活交通課） 

 

● 犬猫の殺処分廃止について  整理番号３５４ 

 野良猫の不妊手術の支援をお願いする。 

 

⇒ 平成２５年度対応状況 

 野良猫対策については、関係者等から情報収集するとともに、具体的な取り組み

について、今後、検討会などで協議します。 

⇒ 平成２６年度対応状況 

 野良猫対策について、ボランティア団体等と検討会を開催し、今後の方針を協議

しているところです。 

⇒ 平成２７年度対応状況 

ボランティア団体等と野良猫対策等についての検討会を定期的に開催するなど、引

き続き、今後の方針を協議しているところです。（生活衛生課） 

   

＜平成２４年度において、「検討中」としたもの＞ 

● 自動車取得税・自動車税減免について 整理番号２５４ 

精神障害者保健福祉手帳１級の所持者の生計同一者が運転する場合は、本人運転

と比べて使用目的の条件が厳しすぎるので、他府県同様に、生計同一者が障害者の



 

 

日常生活のために運転する場合も減免を認めてほしい。 

⇒ 平成２４年度対応状況 

ご要望の点については、精神障害者だけでなく身体障害者、知的障害者及び戦傷

病者を含めた身体障害者等が所有する自動車に対する課税免除制度全体の見直し

の中で検討していくこととしています。 

  今年度は、他都道府県の状況調査や関係各所の意見聴取を行うなど、具体的に検

討を進めていく予定です。 

⇒ 平成２５年度対応状況 

  平成２５年度に実施した他県の状況調査等の結果を踏まえ、ご提言の運転者の条

件のほか、使用目的や頻度、免除の方法など免除制度に関する様々な課題を整理し、

制度の改善に向け検討を進めています。 

⇒ 平成２６年度対応状況 

引き続き、ご提言の運転条件のほか、使用目的や頻度・免除の方法など免除制度

に関する様々な課題を整理し、制度の改善に向け検討を進めており、平成２７年度

は制度設計を進める予定としております。 

⇒ 平成２７年度対応状況 

ご提言の使用目的の条件については、自動車税に対する課税免除制度全体の見直し

の中で、他の障害とのバランスや他都道府県の状況等も踏まえ、検討を進めてきたと

ころですが、現行どおりとすることとしました。（税務課） 


